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  Œuvre de tâtonnement. Clef tournée dans une serrure.1 
  (暗中模索の作品。鍵が錠前の中で回った。) 
 
 これは、フランシス・プーランク Francis Poulenc がポール・エリュアール Paul Eluard の



















                                                        
1 Poulenc, Francis. Diary of my Songs [Journal de mes mélodies]. London : Kahn&Averill, 2006, 
p.30. 






  Francis je ne m’écoutais pas 
  Francis je te dois de m’entendre 
  Sur une route toute blanche 
  Dans un immense paysage 
  Où la lumière se retrempe 
  La nuit n’y a plus de racines 
  L’ombre est derrière les miroirs 
  Francis nous rêvons d’etendue 
  Comme enfant de jeux sans fin 
  Dans un paysage étoilé 
  Qui ne reflète que jeunesse.3 
 
  フランシス 私は自らの声を聴くことができなかった 
  フランシス 私は君に自らの声を聴かせなければならない 
  全てが白い道の上で 
  限りない風景の中で 
  そこで光はよみがえる 
  夜はもはや根を持たない 
  影は鏡のうしろにある 
  フランシス 私たちは広さを夢みる 
  終わりのない遊戯をする子供のように 
  星をちりばめた風景の中で 
  それは若さだけを映し出す風景。 
 
 これはエリュアールがプーランクへ送った言葉である。二人における信頼感と固い絆が
                                                        














 フランシス・プーランク Francis Poulenc (1899-1963) は、1899 年 1 月 7 日、パリのエリゼ
宮から数メートルのソッセー広場二番地に生まれた。プーランク家の人々のみならず親戚












ーランクは、とある楽譜屋でフランツ・シューベルト Franz Schubert (1797-1828) の歌曲集





                                                        
1 高橋英郎『エスプリの音楽』 東京：春秋社、1993 年、111 頁。 
2 アンリ・エル『フランシス・プーランク』 村田健司訳、東京：春秋社、1993 年、4 頁。 












 そして数年後の 1915 年、プーランクは憧れのピアニストであるリカルド・ヴィニェス
















                                                        
5 アンリ・エル 前掲書、7 頁。 
6 高橋英郎 前掲書、113 頁。 
7 アンリ・エル 前掲書、8 頁。 










の無窮動 Trois mouvements perpétuels≫ (1918) や歌曲集≪動物小話集またはオルフェのお



















兵大尉として参謀本部に勤務していたアルフレッド・ドレフュス Alfred Dreyfus (1859-1935)
                                                        


















レイ Man Ray (1890-1976)10 やアメデオ・モディリアーニ Amedeo Modigliani (1884-1920)11、
そして藤田嗣治 (1886-1968) もいた。間違いなくパリは国際芸術都市となったのである。 
さて、音楽面であるが、1905 年、ルービンシュタイン・コンクールに参加するためにハ
ンガリーからひとりの音楽家がパリへとやって来た。ベーラ・バルトーク Béla Bartók 








                                                        
10 アメリカの写真家、画家。1921 年にパリに移り、ダダやシュルレアリスムに加わった。 






交流を持っていた。1922 年にはダリウス・ミヨー Darius Milhaud (1892-1974) と共にウィー
ンを訪れアルノルト・シェーンベルク Arnold Schönberg (1874-1951) に会っているし、芸術
都市となったパリには多くの音楽家が訪れ、アメリカからジャズ楽団が次々とやって来た
















はレイモンド・リノシエ Raymonde Linossier (1897-1930) の存在が深く関わっていると言え
よう。 
並外れた知性を持っていたリノシエは大読書家であり、ポール・クローデル Paul Claudel 
                                                        
12 「特集 生誕 100 年を迎えたフランシス・プーランクとその時代」、『レコード芸術』 第
48 号、1999 年、170 頁。 
13 高橋英郎 前掲書、104 頁。 
14 アンリ・エル 前掲書、12 頁。 
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(1868-1955) 、アンドレ・ジード André Gide (1869-1951) 、マルセル・プルースト Marcel 
Proust (1871-1922) などの文学における発見と感動をプーランクに伝え、二人は一緒にポー
ル・ヴェルレーヌ Paul Verlaine (1844-1896) 、ステファヌ・マラルメ Stéphane Mallarmé 
(1842-1898) 、特にシャルル・ボードレール Charles Baudelaire (1821-1867) の作品を読み漁
っていた。15 
更に二人は、オデオン通りでアドリエンヌ・モニエ Adrienne Monnier (1892-1955) が経営
する「オ・ザミ・デ・リーヴル」という書店に足繁く通っており、ここにはポール・ヴァ
レリー Paul Valéry (1871-1945) 、ギョーム・アポリネール Guillaume Apollinaire (1880-1918) 、
レオン＝ポール・ファルグ Léon-Paul Fargue (1876-1947) など多くの作家や詩人が訪れてい
た。プーランクはこのオデオン通りで、アンドレ・ブルトン André Breton (1896-1966) 、ル






1935 歌曲集《五つの詩 Cinq Poèmes》 (全 5 曲) 
1937 歌曲集《ある日ある夜 Tel jour telle nuit》 (全 9 曲) 
1938 歌曲集《燃える鏡 Miroirs brûlants》 (全 2 曲) 
1938 この優しい小さな顔 Ce doux petit visage 
1947 …しかし滅びる …Mais mourir 
1947 手は心の意のままに Main dominée par le cœur 
1950 歌曲集《冷気と火 La fraîcheur et le feu》 (全 7 曲) 
1956 歌曲集《画家の仕事 Le travail du peintre》 (全 7 曲) 
1958 磁器の歌 Une chanson de porcelaine 
【合唱作品】 
1936 
7 つの歌 Sept chansons (全 7 曲) 
※第 1 曲と第 6 曲は G.アポリネールの詩による 
1943 カンタータ「人間の顔 Figure humaine」 
1944 小カンタータ「ある雪の夕暮れ Un soir de neige」 
                                                        




詩≫について「Œuvre de tâtonnement. Clef tournée dans une serrure.(暗中模索の作品。鍵が錠
前の中で回った。)」と語っており、エリュアールの詩に対して模索を続けていたようであ
る。 
 最も注目すべき作品として、1943 年に作曲されたカンタータ≪人間の顔 Figure humaine














ただちに楽譜をロンドンに送り、終戦前の 1945 年 1 月に B・B・C の合唱団がこの作品
を初演してくれたのです。16 
 






                                                        










人だけではない。パブロ・ピカソ Pablo Picasso (1881-1973) 、フアン・グリス Juan Gris 
(1887-1927) 、ジョルジュ・ブラック George Braque (1882-1963) 、モディリアーニ、マリー・
ローランサン Marie Laurencin (1885-1956) などの画家とも出会っており、青少年期には既に
画家の存在が身近であったと言えよう。作曲家として成功し、六人組として活躍してから
もプーランクには画家を含めた多くの友人が居り、定期的に顔を合わせ元気に大騒ぎをし
ていたようである。ミヨーによると、画家だとローランサンやイレーヌ・ラギュ Irène Lagut 
(1893-1994) 、ヴァランティヌ・グロス Valentine Gross、ギー＝ピエール・フォコネ Guy-Pierre 
Fauconnet がやって来ていたようである17。 
 プーランクは本当に絵画が好きであったようで、例えばヴェチェッリオ・ティツィアー
ノ Vecellio Ticiano やティントレット Tintolretto、ジョヴァンニ・ベッリーニ Giovanni Bellini
などには熱狂的であった。好きな現代の画家を 6 人挙げるようにと聞かれたらすかさず「マ
ティス、ピカソ、ブラック、ボナール、デュフィ、パウル・クレー」と答えたそうである18。







                                                        
17 アンリ・エル 前掲書、28 頁。 























り、ゾラ以外にも例えばアナトール・フランス Anatole France (1844-1924) は左翼に近い立
場であったし、ロマン・ロラン Romain Rolland (1866-1944) は中立を守っていた。このよう
な出来事からも文学と政治は非常に近い距離にあったことが窺えるだろう。 
   また、この頃の特徴的な動向として「N・R・F」が挙げられる。「N・R・F」(la Nouvelle Revue 
Française＝新フランス評論) 誌は 1909 年にアンドレ・ジード André Gide (1869-1951) らに
よって創刊され、この雑誌とそれから生まれた出版社(のちのガリマール社)にはポール・ク
ローデル Paul Claudel (1868-1955) 、マルセル・プルースト Marcel Proust (1871-1922) 、ポ
ール・ヴァレリー Paul Valéry (1871-1945) が協力し、新しい文学の探究を積極的に紹介した








                                                        
1 渡辺一夫・鈴木力衛『増補 フランス文学案内』 東京：岩波書店、2004 年 (第 58 刷)、
226 頁。 
2 清水 徹・根本長兵衛『読んで旅する世界の歴史と文化 フランス』 東京：新潮社、1999














アリスム Surréalisme (超現実主義) へと変化する。シュルレアリスムは過去の破壊という点
ではダダイスムと同じであるが、ダダイスムが破壊に重点を置いていることに対しシュル
レアリスムは破壊からの創造を重んじていた。第 2 次世界大戦と共にシュルレアリスムは








                                                        
3 渡辺一夫・鈴木力衛『増補 フランス文学案内』 東京：岩波書店、2004 年 (第 58 刷)、
230 頁。 
4 同前。 
5 濱田 明・田淵晉也・川上 勉『ダダ・シュルレアリスムを学ぶ人のために』 京都：世界 
思想社、1998 年、5 頁。 
6 フランスの小説家、批評家。 












 しかし、1912 年、17 歳になると結核のためスイスのサナトリウムに入院。そこで後に妻
となるロシア人の少女ヘレナ・ドミトロヴニェ・ディアコノヴァ  Hélène Dmitrovnie 
Diakonova (通称、ガラ Gala) と友人になる。翌年 1913 年に処女詩集『初期詩篇 Premiers 
Poèmes』を自費出版する。 
 1914 年に始まった第一次世界大戦にはエリュアールも動員されるが、3 年後の 1917 年に
急性気管支炎により後方送還。この年からダダの時代が始まる。 







 1924 年、29 歳のときに世界一周旅行に出発。この年にブルトン『シュルレアリスム第一
宣言』が出版され、エリュアールもこれに賛同。このときにシュルレアリストの一員とし
て名を連ねる。しかし、1938 年にはブルトンと絶交、共産党に接近する。 
 愛と抵抗の詩を書き続けたエリュアールは 1952 年 11 月 18 日、アヴニュー・ド・グラヴ
ェル 52 番地の自宅で心臓発作にて逝去。57 歳という若さでの死であった。 
 エリュアールと女性達の関係は彼の詩作に大きな影響を与えている。サルバドール・ダ
                                                        
8安東次男『ポール・エリュアール詩集』 東京：思潮社、1979 年 (第 10 刷)、264 頁。 
16 
 
リ Salvador Dali (1904-1989) の元へと走ったガラと離婚し、マリア・ベンツ Maria Benz 
(1906-1946) (通称、ヌーシュ Nusch) と結婚、後にヌーシュが急死すると、1951 年にはドミ
ニク・ルモール Dominique Lemor と結婚する。初期のシュルレアリスム的な詩におけるエ
リュアールの支配的な特徴は、愛という主題であり9、例えば 1929 年の『愛・詩 L’amour la 





験を元にして刊行された『義務と不安 Le devoir et l’imquiétude』(1917) や、第二次世界大戦
での対ナチス・レジスタンスの詩として「自由」や、ドイツの支配下に置かれた人々の悲
しみや怒りに訴えかけた『ドイツ軍の駐屯地にて Au Rendez-vous allemand』(1944) などが
挙げられる。エリュアールが愛と抵抗の詩人と評されるのは以上のことからであろう。 
 エリュアールはシュルレアリスムに属していながらもそれらの人々とは一線を置いてい








                                                        
9 アンナ・バラキアン『シュルレアリスム 絶対への道』 金田眞澄訳、東京：紀伊國屋書店、
1972 年、224 頁。 
10 自動記述 écriture automatique シュルレアリスムを代表する基本的な技法のひとつ。非常
に速いスピードで、もしくは半ば寝ている状態などで言葉を綴る。これに基づく最初の実
験的作品はブルトンとスーポーによる『磁場 Les Champs magnétiques』(1919) である。 
11 佐藤 巖『ポール・エリュアール』東京：思潮社、1987 年、41 頁。 





















                                                        
13 ポール・エリュアール 「芸術は人間である」、『美術手帖』 第 74 巻、西田義郎訳、美
術出版社、1953 年、26 頁。 
18 
 




















ランクと同時代を生きた詩人による作品であり、ピエール・ドゥ・ロンサール Pierre de 




 1919 年 2 月、プーランクは初めての歌曲集≪動物小話集あるいはオルフェのお供≫を作
                                                        
1 アンリ・エル 前掲書、239 頁。 
2 アンリ・エル 前掲書、251 頁。 











 歌曲だけではない。ピアノ作品の＜バディナージュ Badinage＞ (1934) にはレイモン・ラ















                                                        
4 アンリ・エル 前掲書、19 頁。 
5 高橋英郎『エスプリの音楽』 東京：春秋社、1993 年、102 頁。 
6 「Dans les verres tièdit l’orangeade / Un soir d’Août / N’importe lequel.」という三行詩が添え
られている。 
























話集≫は全 6 曲中 5 曲がたったの 1 ページで終わってしまうし(第 1 曲の＜ひとこぶラクダ 
Le dromadaire＞だけが 3 ページの長さである。)、他にも 1 分程度もしくはそれ以下で演奏
される曲も多く存在する(歌曲集≪カリグラム Calligrammes≫ (1948) の第 5 曲＜追われる
美女 La grâce exilée＞や、歌曲集≪冷気と火 La fraîcheur et le feu≫ (1950) の第 2 曲＜朝 
枝々がふるえ Le matin les branches attisent＞など)。 
                                                        
8 松本太郎 前掲書、88 頁。 
9 ピエール・ベルナック『フランス歌曲の演奏と解釈』 林田きみ子訳、東京：音楽之友社、




ラム≫では全 7 曲中 4 曲、≪ある日ある夜≫では全 9 曲中 7 曲も前奏が無い。後奏も短い
曲がほとんどである。ただし、前奏や後奏が長い曲は大抵その部分が曲の雰囲気を表現し
ているのである。例えば、歌曲集≪変身 Métamorphoses≫ (1943) の第 2 曲＜おまえはこん
な風 C’est ainsi que tu es＞の前奏は、曲の途中にある指示「愛情をこめてメランコリックに 













                                                        






また、歌曲集≪ある日ある夜 Tel jour telle nuit≫ (1937) の最終曲＜私達は夜をつくった 






                                                        


















                                                        
12 Poulenc,Francis. Tel jour telle nuit. Paris :Durand,1937, p.23. 





 プーランクの創作における転換期と言われているのが 1930 年代中頃である。この頃の重
要な出来事として、まずは 1936 年 8 月 17 日、作曲家ピエール＝オクターヴ・フェルー 




力が始まったことが挙げられるであろう。1934 年 6 月、プーランクはバリトン歌手ピエー
ル・ベルナックと久しぶりの再会を果たす。1926 年にベルナックが歌曲集≪陽気な歌 
Chansons gaillardes≫を初演して以来、二人は会っていなかったが、プーランクはこの時に
エドモン・ロスタン Edmond Rostand (1868-1918) の妹、マント＝ロスタン夫人の家でベル
ナックの歌うフォーレとドビュッシーの歌曲を聴き、彼を激賞した14。これを機に、プーラ
ンクとベルナックの長期に亘る共演が始まるのである。 











ラン Louise de Vilmorin (1902-1971) 、マックス・ジャコブ Max Jacob (1878-1944) などの詩
にも多く作曲しているのであるが、エリュアールの詩による歌曲作品にはシリアスな雰囲
                                                        
14 アンリ・エル 前掲書、82-83 頁。 




る夜≫の第 6 曲＜貧弱な草 Une herbe pauvre＞や、歌曲集≪冷気と火≫の第 6 曲＜優しい微









歌曲集≪燃える鏡 Miroirs brûlants≫ (1938) の第 1 曲＜君は夕暮れの火を見る Tu vois le 





                                                        
16 Poulenc,Francis. Tel jour telle nuit, p.12. 
17 Poulenc,Francis. La fraîcheur et le feu. Paris :Max Eschig,1951, p.12. 






また、調性が曖昧な曲も多く、歌曲集≪五つの詩≫の第 2 曲＜彼は彼女を腕に抱き Il la 
prend dans ses bras＞や歌曲集≪ある日ある夜≫の第 8 曲＜激しく荒々しい強い顔 Figure de 
force brûlante et farouche＞の後半部、歌曲集≪冷気と火≫の第 4 曲＜庭の闇の中に Dans les 







                                                        
19 Poulenc,Francis. Mélodies et chansons, p.118. 











色濃く存在しているように感じられる。作家そして評論家であるクロード・ロワ Claude Roy 
(1915-1997) はエリュアールについて「エリュアールの述べたことばは、彼にとって自在な
                                                        
21 Poulenc,Francis. Tel jour telle nuit, p.18. 








                                                        
23 「特集 生誕 100 年を迎えたフランシス・プーランクとその時代」、『レコード芸術』 第
48 号、1999 年、185 頁。 
29 
 









  Lorsque j’avais parlé à Eluard de mon projet je lui avais demandé un poème sur Matisse, que 
j’adore. Paul me l’avait un peu promis. Je dis un peu car il ne partageait pas ma passion pour ce 
peintre. Dans mon esprit,“Matisse”devait clore le cycle dans la joie et le soleil. Aujourd’hui 









 結局、この歌曲集は＜パブロ・ピカソ Pablo Picasso＞、＜マルク・シャガール Marc Chagall
＞、＜ジョルジュ・ブラック Georges Braque＞、＜フアン・グリス Juan Gris＞、＜パウル・
クレー Paul Klee＞、＜ホアン・ミロ Joan Miró＞、＜ジャック・ヴィヨン Jacques Villon＞
という 7 曲から成り立っているのであるが、プーランクの計画通りに事が進まなかったに
せよ、この歌曲集は非常に豊かで充実した作品となっている。 
 ≪画家の仕事≫はアリス・エスティ Alice Esty (1904-2000) に捧げられている。エスティ
はバリトン歌手ピエール・ベルナックに育てられたアメリカ人のソプラノ歌手である。 
                                                        
1 Poulenc, Francis. Diary of my Songs [Journal de mes mélodies]. p100. 
30 
 
プーランクは 1955 年 6 月 2 日、エスティに次のような手紙を送っている。(抜粋) 
 
  Que c’est donc délicat de parler argent avec une jolie femme ! Je voudrais que, tout à coup, 
vous soyez métamorphosée en un vieux monsieur barbu. Et il me reste encore à vous parler du 
Travail du peintre.Nos amis, sachant que, depuis longtemps, j’avais envie d’écrire ce cycle 
important, ont pensé que vous pourriez peut-être me le commissionner, et que, bien volontiers, je 
l’enregistrerais avec vous, à Paris. Vous savez que, depuis longtemps, je n’ai pas écrit de mélodies. 
J’en ai trop composé et il me faut maintenant quelque chose d’exceptionnel pour me mettre en 
appétit. Avant sa mort, j’avais déjà parlé à Eluard de mon désir de faire un pendant de Tel jour 


















                                                        
2 Poulenc, Francis. Correspondance 1910-1963. p.819. 









表紙を開くと「Pour Nusch」と書かれた女性の絵【図 2】。ピカソによって 1937 年 8 月 3
日に描かれた絵画である。『見る』が出版された 1948 年は妻であったヌーシュが急死した 2
年後であることから、亡き妻に捧げた詩集であることが窺える。 
  
【図 1】『見る』表紙4             【図 2】5 




                                                        
4 Éluard, Paul. Voir. Genevè-Paris : Trois Collines, 1948. 






Ⅰ．Pablo Picasso             Ⅰ．パブロ・ピカソ 
 
Entoure ce citron de blanc d’œuf informe         このレモンをぼんやりとした卵白で囲め 
Enrobe ce blanc d’œuf d’un azur souple et fin   この卵白をしなやかで繊細な青空で包め 
La ligne droite et noire a beau venir de toi     まっすぐで黒い線が君から出てきても 
L’aube est derrière ton tableau              曙光は君の絵のうしろにある 
 
Et des murs innombrables croulent              そして無数の壁が崩れる 
Derrière ton tableau et toi l’œil fixe             君の絵のうしろで そして君の目は見つめる 
Comme un aveugle comme un fou             盲人のように 狂人のように 
Tu dresses une haute épée dans6 le vide          君は虚空の中に大きな剣を振りあげる 
 
Une main pourquoi pas une seconde main    ひとつの手 なぜふたつめの手ではいけないのか 
Et pourquoi pas la bouche nue comme une plume  飾り気のない唇が羽根のようであってはなぜいけないのか 
Pourquoi pas un sourire et pourquoi pas des larmes    なぜ微笑みではいけないのか なぜ涙ではいけないのか 
Tout au bord de la toile où jouent les petits clous          小さな釘が戯れるキャンバスの縁で 
 
Voici le jour d’autrui laisse aux ombres leur chance   他人の日差しが影に彼らの幸運を委ねるが 
Et d’un seul mouvement des paupières renonce     たった１度のまばたきで諦めてしまう7 
 
この詩は、1946 年に出版された詩集『途絶えざる詩 Poésie ininterrompue』に掲載され、
その後、詩集『見る』に再収録される。 
エリュアールはパブロ・ピカソ Pablo Picasso (1881-1973) と深い親交を持ち、彼に関する
詩を多く残している。『途絶えざる詩』の前にも既に、詩集『苦悩の首都 Capitale de la douleur』





(1926) において、「パブロ・ピカソ Pablo Picasso」と題した詩を掲載し、後にエリュアール
自身の編纂による『パブロ・ピカソへ』にも再収録している。 
 その他にも、詩集『豊かな眼 Les yeux fertiles』(1936) においては、ピカソによるエリュ
アールの肖像のデッサンが巻頭を飾り、「パブロ・ピカソへ A Pablo Picasso」と題された詩
が掲載されている。この詩もまた後に、『パブロ・ピカソへ』に収録されるのであるが、エ
リュアールとピカソの出会いの喜びに満ちている詩である(プーランクはこの詩にも作曲し
ている。歌曲集≪ある日ある夜 Tel jour telle nuit≫の第１曲＜良い日に Bonne journée＞)。 
 この 1936 年という年は、ピカソ巡回展に際しエリュアールがスペインの各地に講演に赴
いた年である。『豊かな眼』のみならず、同年の詩集『欄干 La barre d’appui』においてはピ
カソのエッチング３枚を付したりと、ピカソに対する敬愛の念が感じられる。しかし、こ
の年はスペイン内乱の年でもあり、マドリードも襲撃される。エリュアールは悲惨な状況
を目の当たりにし、「1936 年 11 月 Novembre 1936」という詩を作る。 
 そして、1937 年 4 月 26 日、ゲルニカの悲劇が起きる。ピカソは「ゲルニカ Guernika」を
描き、エリュアールは「ゲルニカの勝利 La victoire de Guernica」を作る。この詩は、詩集『自
然の流れ Cours naturel』に収録され、「1936 年 11 月」の後に置かれている。 
 そして前述の『パブロ・ピカソへ』では、「ゲルニカの勝利」以外のピカソ関連の書き物
が集大成され、詩画集『平和の顔 Le visage de la paix』(1951) では、端的な主張をピカソの
イマージュと共に打ち出し、社会に行動を訴え、万人に希望を鼓舞した。 














エリュアールは自らの『見せる Donner à voir』(1939) の中で、「A partir de Picasso, les mur 
s’croulent.」(ピカソから、壁は崩れる。) と書いていることから、詩の２連目はまさにピカ
ソの生命力溢れる姿と彼に対する称賛であるように感じられる。そのようなピカソを取り
囲むかのように、様々な色 (citron、blanc、azur) や、様々な物体 (murs innombrables qui croulent、
épée、main、bouche nue comme une plume、toile、petit clous) 、相反するような存在 (La 









【譜例 10】＜パブロ・ピカソ＞ 冒頭部分8 
 
 
【譜例 11】＜良い日に＞ 冒頭部分9  
                                                        
8 Poulenc,Francis. Le travail du peintre. Paris:Max Eschig,1957, p.1. 







 印象的な前奏は、自らが作曲したオペラ≪カルメル修道女の対話 Dialogues des Carmélites
≫ (1953-1956) の登場人物であるマリー Mère Marie のテーマから借用した旋律である。【譜
例 12】 
 
 【譜例 12】≪カルメル修道女の対話≫ マリーのテーマ10 
 
 
                                                        











                                                        
11 Poulenc,Francis. Le travail du peintre, p.3. 
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そして「A noter, avant la fin, le blanc vocal devant le mot « renonce » qui, dans mon esprit, 









 女性にとって「renonce」の c 音を fff で歌うことは少々困難なことであろう。しかし、ピ
カソの強さを表している直前の休符をしっかりと自らの音楽として取り込み、「re」の音を
落ち着いて歌うことによって、プーランクのその表現は為されるものだと思う。 
 尚、『見る』において、この詩に付された絵はピカソの「ラム酒の瓶 La bouteille de rhum」
(1911) である【図 3】。 
 
【図 3】14 
                                                        
12 Poulenc, Francis. Diary of my Songs [Journal de mes mélodies],p.102. 
13 Poulenc,Francis. Le travail du peintre, p.3. 




Ⅱ．Marc Chagall                                 Ⅱ．マルク・シャガール 
 
Âne ou vache coq ou cheval                            驢馬か雌牛 雄鶏か馬 
Jusqu’à la peau d’un violon               ヴァイオリンの皮膚まで 
Homme chanteur un seul oiseau             歌う男 たった一羽の鳥 
Danseur agile avec sa femme               妻を伴った身の軽い踊り手 
 
Couple trempé dans son printemps              春に浸かるカップル 
 
L’or de l’herbe le plomb du ciel                        草の金色 空の鉛色 
Séparés par les flammes bleues                         青い炎で分けられた 
De la santé de la rosée 健康の 露の 
Le sang s’irise le cœur tinte                            血は虹色に輝き 心臓は高鳴る 
 
Un couple le premier reflet              カップル 最初の映像 
 
Et dans un souterrain de neige              そして雪の地下道のなか 
La vigne opulente dessine                豊かな葡萄が描く 
Un visage aux lèvres de lune              夜に決して眠らなかった 
39 
 
Qui n’a jamais dormi la nuit.                          月の唇をした顔を。15 
 
 この詩は、1946 年に出版された詩集『永続の厳しい欲望 Le dur désir de durer』に初掲載
された。この詩集の初めには次のように書かれている。 
 





 このエリュアールの言葉通り、この詩集にはシャガールの 25 枚のデッサンが付されてい
る。 
 この詩の原題は「A Marc Chagall」である。(『見る』において「Marc chgall」という題の
詩は別に存在する。) このことからこの詩はシャガールに献呈されているものであることが
窺える。 
 この詩の最も大きな特徴は全ての行が 8 音節で成り立っていることである。 
 また、言葉の音に対しても配慮が見られる。2 連目の「Couple trempé dans son printemps」




 また、この詩には様々な色―「or」(金色) 、「plomb」(鉛色) 、「bleues」(青い) 、「irise」 
(虹色) 、動物―「Âne」(驢馬) 、「vache」(雌牛) 、「coq」(雄鶏) 、「cheval」(馬) 、「oiseau」
(鳥) 、人物―「Homme」(男) 、「Danseur」(踊り手) 、「femme」(妻(女性)) 、「couple」(カ
ップル) が出現し、シャガールの色鮮やかな絵を思い出させる。後に掲載するが、『見る』
においてこの詩に付されたシャガールの絵にも男女の姿と動物が描かれており、この詩の
                                                        
15 拙訳。 














【譜例 15】＜マルク・シャガール＞ 冒頭部分18 
 
 
【譜例 16】＜パガニーニ＞ 冒頭部分19 
                                                        
18 Poulenc,Francis. Le travail du peintre, p.4. 





それは 4 分の 3 拍子で「Molto prestissimo」という速度であることも理由の一つであるが、
次から次へとあらゆる存在が出現する詩の内容もまた＜パガニーニ＞のようであり、それ
らがあっという間に駆け抜けていくからである。 
 そしてプーランクは絶妙な作曲をしていると感じる。第 1 連 4 行目の「Danseur agile avec 




                                                        





 5 連目の「Et dans un soutterain de neige ／ Un vigne opulente dessine」では「un soutterain(地
下道)」という言葉のイメージからかこのフレーズは低音が支えているし、直後の「Un visage 
aux lèvres de lune ／ Qui n’a jamais dormi lanuit.」では「lune (月) 」で最高音が来るように歌
も伴奏部も作られており、詩と音楽が一体となることによって高低の空間の広がりが感じ




                                                        










Ⅲ．Georges Braque              Ⅲ．ジョルジュ・ブラック 
 
                                                        
22 Éluard, Paul. Voir, p.21. 
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Un oiseau s’envole,               一羽の鳥が飛び立つ、 
Il rejette les nues comme un voile inutile,           無用なヴェールのように雲を遠ざけて、 
Il n’a jamais craint la lumière,            決して光を恐れず、 
Enfermé dans son vol,                           その飛翔のなかに閉じ込められて、 
Il n’a jamais eu d’ombre.             決して影を持たなかった。 
 
Coquilles des moissons brisées par le soleil.       太陽に砕かれた収穫期の貝殻。 
Toutes les feuilles dans les bois disent oui,           森の中のすべての葉は はいと言う、 
Elles ne savent dire que oui,                       はいと言うことしか知らず、 
Toute question, toute réponse                      すべての問いに、すべての答え 
Et la rosée coule au fond de ce oui.                 そして露はその はい の底を流れる。 
 
Un homme aux yeux légers décrit le ciel d’amour.     軽やかな目をしたひとりの人間が愛の空を描いた。 
Il en rassemble les merveilles            素晴らしいものを集めている 
Comme des feuilles dans un bois,                  森の中の葉のような、 
Comme des oiseaux dans leurs ailes           翼の中の鳥たちのような、 
Et des hommes dans le sommeil.            そして眠りのなかの人間のような。23 
 
 この詩は、1926 年に出版された詩集『苦悩の首都 Capitale de la douleur』に初掲載された。 
 各行の音節数は一定ではないが、5 行 3 連の詩であり、ある程度の全体的なまとまりは感
じられる。 
 しかし、3 連目は 1 行目だけが 12 音節、2～5 行目は全て 8 音節から成り立っていること




Il en rassemble les merveilles 
Comme des feuilles dans un bois, 




Comme des oiseaux dans leurs ailes 
Et des hommes dans le sommeil. 
 












 そして 3 連目から明らかに音楽が変化する。歌は 2 連符の多用によりゆったりとした広がり
を持ち【譜例 20】、低音を伴った Des dur の和音の響きによる安定感を感じることができる。
「très doux」(非常に優しく) の指示は豊かな安定感を感じることから生まれるものであると




                                                        
24 Poulenc,Francis. Le travail du peintre, p.8. 








 『見る』において、この詩に付された絵はブラックの「ギター奏者 Guitariste」(1914) で
ある【図 5】。 
 
                                                        







Ⅳ．Juan Gris                Ⅳ．フアン・グリス 
 
De jour merci de nuit prends garde        昼間には感謝し 夜間には用心し 
De douceur la moitié du monde          世界の半分は優しさで 
L’autre montrait rigueur aveugle         他の半分は盲目の厳しさを見せていた 
 
Aux veines se lisait un présent sans merci      静脈には縁取られた容赦のない贈り物が 
Aux beautés des contours l’espace limité     輪郭の美には限られた空間が 
Cimentait tous les joints des objets familiers  見慣れたオブジェがすべての継ぎ目を固めていた 
 
Table guitare et verre vide             テーブル ギター そして空っぽのグラスが 
Sur un arpent de terre pleine                    夜の空気の白いキャンバスの 
De toile blanche d’air nocturne          満ちる大地のうえで 
 
Table devait se soutenir            テーブルは浮かび 
                                                        
27 Éluard, Paul. Voir, p.39. 
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Lampe rester pépin de l’ombre           ランプは影の種をとどめていたはず 
Journal délaissait sa moitié            新聞はその半分を放棄していた 
 
Deux fois le jour deux fois la nuit          二度の昼 二度の夜 
De deux objets un double objet          二つのオブジェ 二重のオブジェで 
Un seul ensemble à tout jamais          永遠なるたったひとつの総体28 
 
 この詩は、詩集『見る』に初掲載された。本来この詩は 2 編から成り立っているのである
が、プーランクはその前半部分だけに作曲した。 
 3 行 5 連、2 連目だけが各行 12 音節でまとまっており、それ以外全ては各行 8 音節で成
立していることから、この詩も全体的にまとまりがあると言って良いだろう。 
 1 連目では「jour」(昼間) と「nuit」(夜) 、「douceur」(優しさ) と「rigueur」(厳しさ) と
いった相反する単語が使われ、また「jour」(昼間) 、「nuit」(夜) 、「monde」(世界) といっ
た単語でこの詩の世界が作られているように感じる。 




 そして、それまでにも「moitié」(半分) という言葉もあったが、特に 5 連目において「deux」
や「double」という「2」というイメージが溢れている。しかし、最終行で「Un seul ensemble 
à tout jamais」＝「永遠なるたったひとつの総体」となり、それまでの全てが一体となった
印象を持つ。 
この曲は a moll で始まるのであるが早くも 2 小節目から調性が曖昧になり、「garde」とい


















 そして注目すべきは第 1 曲＜パブロ・ピカソ＞と音型が非常に似ている箇所があることである
【譜例 24、25】。  
                                                        
29 Poulenc,Francis. Le travail du peintre, p.11. 









 また、前述の冒頭部分「De jour merci de nuit prends garde」において見られた緊張感は、そ
の後「Table devait se soutenir ／ Lampe rester pépin de l’ombre」にも同じように見られる【譜
                                                        
31 Poulenc,Francis. Le travail du peintre, p.11-12. 
















 『見る』において、この詩に付された絵はグリスの「散文詩 Poèmes en prose」(1915) で
ある【図 6】。 
 
                                                        







Ⅴ．Paul Klee                               Ⅴ．パウル・クレー 
 
Sur la pente fatale, le voyageur profite              運命の坂の上で、旅人は利用する 
De la faveur du jour, verglas et sans cailloux,        日の恵みを、雨氷 小石はなく 
Et les yeux bleus d’amour, découvre sa saison      そして愛の青い眼、その季節を見つけ出す 
Qui porte à tous les doigts de grands astres en bague. 大きな星たちを指輪として全ての指にはめている季節を。 
 
Sur la plage la mer a laissé ses oreilles         浜辺に海は耳を置いていった 
Et le sable creusé la place d’un beau crime.        くぼんだ砂 美しき罪の場所。 
Le supplice est plus dur aux bourreaux qu’aux victimes   拷問は犠牲者よりも執行人のほうが耐え難い 




 4 行 2 連、第 1 連 1 行目と第 2 連 4 行目が 13 音節、それ以外は 12 音節から成り立ってい
                                                        




る。第 2 連 4 行目では「et les balles des larmes.」において「sont」が省略されていることか
ら(「et les balles sont des larmes.」) 、エリュアールは意図的に第 1 連 1 行目と音韻数を揃え
ようとしていることが窺える。 
 第 2 連 1 行目「Sur la plage lamer a laissé ses oreilles」はジャン・コクトー Jean Cocteau 
(1889-1963) のあの有名な詩、「Mon oreille est un coquillage ／ Qui aime le bruit de la mer.」(私
の耳は貝殻 ／ 海の響きを愛する。) を想起させる。 
 作曲の特徴として、歌の旋律は音節数を意識してのことなのか 6 音節ごとに休符が入り、








 佐藤巌氏は著書『ポール・エリュアール』において、「Et les yeux bleus d’amour, découvre sa 
                                                        















Ⅵ．Joan Miró                  Ⅵ．ホアン・ミロ 
 
Soleil de proie prisonnier da ma tête,                餌食の太陽 私の頭の囚人、 
Enlève la colline, enlève la forêt.           丘を奪え、森を奪え。 
Le ciel est plus beau que jamais.           空はかつてないほどに美しい。 
Les libellules des raisins              葡萄のとんぼは 
Lui donnent des formes précises            明確な形をそれに与えるが 
Que je dissipe d’un geste.             私はひとつの合図で消し去ってしまう。 
                                                        
37 佐藤巌 前掲書、100 頁。 




Nuages du premier jour,             最初の日の雲、 
Nuages insensibles et que rien n’autorise,      無感覚の雲 そして何も許可されない雲、 
Leurs graines brûlent              その種子は燃える 
Dans les feux de paille de mes regards.              私の眼差しの藁の火のなかで。 
 
À la fin, pour se couvrir d’une aube                 結局、曙光に覆われるためには 





 詩の音節数は一定ではなく、全 3 連のこの詩は 6 行―4 行―2 行で構成されていることか








「Enlève la colline, enlève la forêt.」の「enlève」という言葉の前にそれぞれ八分休符が置か
れていることから「enlève」＝「奪え」と急き立てられている印象がそのまま音楽に表れて
                                                        
39 拙訳。 

















ここではそれまで 4 分の 4 拍子で絶えず和音が鳴り響いていたのが 4 分の 3 拍子に変わ
り、音量も音型もまた一変する。この音型は次の＜Jacques Villon ジャック・ヴィヨン＞に
                                                        
41 Poulenc,Francis. Le travail du peintre, p.17. 








そして、第 2 連 3 行目の「Que je dissipe d’un geste.」からもまた音楽は変化する。2 分の 3






だが、「Leurs graines brûlent」からはまた表情が一変。特徴的なのは「Il faudra que le ciel soit 
                                                        
43 Poulenc,Francis. Le travail du peintre, p.22. 
44 Poulenc,Francis. Le travail du peintre, p.18-19. 
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45 Poulenc,Francis. Le travail du peintre, p.20. 
46 Éluard, Paul. Voir, p.57. 
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Ⅶ．Jacques Villon                  Ⅶ．ジャック・ヴィヨン 
 
Irrémédiable vie                     取り返しのつかない生 
Vie à toujours chérir                  常にいつくしむべき生 
 
En dépit des fléaux                  禍や 
Et des morales basses                                低いモラルにもかかわらず 
En dépit des étoiles fausses                            偽の星や 
Et des cendres envahissantes              はびこる灰にもかかわらず 
 
En dépit des fièvres grinçantes               辛辣な熱 
Des crimes à hauteur du ventre             腹の位置にある犯罪 
Des seins taris des fronts idiots             涸れた胸 愚かな額にもかかわらず 
Et dépit des soleils mortels               滅ぶべき太陽にもかかわらず 
 
En dépit des dieux morts                死んだ神々にもかかわらず 
En dépit des mensonges                嘘にもかかわらず 
L’aube l’horizon l’eau                 曙光 地平線 水 
L’oiseau l’homme l‘amour               鳥 人間 愛 
 
L’homme léger et bon                 軽やかで善良な人間が 
Adoucissant la terre                                   大地をしずめ 
Éclaircissant les bois                 森を明るくし 
Illuminant la pierre                   石を照らしている 
 
Et la rose nocturne                   そして夜の薔薇と 
Et le sang de la foule.                 群衆の血を。47 
 




この詩は、詩集『見る』に初掲載された。原題は「De la lumière et du pain」であり、5 編
あるうちの 5 番目の詩にプーランクは作曲した。「à Jacques Villon」と記されていることか
らヴィヨンに献呈されていることが窺える。 















存在するものへと視点が向いてくるのである。この様子をプーランクは f から p への音量の
変化と 1 オクターブ以上の音程の変化を持って絶妙に表現している【譜例 35】。決して単な
る音の強弱ではないことを歌い手は感じていなくてはならない。 
 
                                                        











                                                        
49 Poulenc,Francis. Le travail du peintre, p.22-23. 
50 Poulenc,Francis. Le travail du peintre, p.23. 
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 『見る』において、この詩に付された絵は無い。しかし、次の詩「A Jacques Villon」には











                                                        
51 Éluard, Paul. Voir, p.31. 
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